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A．研究目的 

近年の沖縄県の人口は約145万であり、

九州では福岡県、熊本県、鹿児島県に次

いで第4位であるが、人口に見合うほどの

肝移植は行われておらず、2019年末の時

点で県立中部病院で6例施行されただけで

あった。琉球大学病院では同じ期間に77

例の肝移植適応症例を診療、うち76例を

県外に手術依頼していた（1例は県立中部

病院）。2019年7月より琉球大学病院でも

生体肝移植の診療体制を整え、2020年3月

に第一例目を行った。その後安定して行

えるようになっており、現状を報告する。 

 

B．研究方法 

琉球大学病院で施行した肝移植症例を後

方視的に解析した。 

 

（倫理面への配慮） 

研究の遂行にあたり、画像収集や血液

などの検体採取に際しては被験者の不利

益にならないように万全の対策を立てた。

匿名性を保持し、データ管理に関しても

秘匿性を保持した。 

 

C．研究結果 

2023 年 2 月までに 21 例の生体肝移植を

施行した。全例、第三者機関である琉球大

学病院肝移植適応評価委員会で適応を評価

し、承認されたもののみを適応とした。男

性 7 例、女性 14 例、年齢の中央値は 44 才

（1-67）で、成人症例 17 例、15 才以下の

小児症例 4 例、であり、原疾患はアルコー

ル性肝硬変 7 例（33%）、原発性胆汁性胆

管炎 5 例、（24％）、急性肝不全 3 例

（14％）、胆道閉鎖症 3 例（14％）、原発

性硬化性胆管炎 2 例（10％）、B 型肝硬変

1 例（5％）であった。血液型は一致/適合

17 例、不適合 4 例であった。不適合症例

には全例術前リツキシマブ投与を行った。

最多のアルコール性肝硬変症例については、

①アルコール依存症でない、②術前の断酒

期間最低 6 ヶ月、③ドナーと同居、を移植

適応の条件とした。21 例中 17 例生存

（81%）で、死亡例 4 例のうち術後 90 日

以内の死亡はなかったが、死因は全て感染

症であり、術前状態として高度サルコペニ

アや甲状腺クリーゼによる多臓器不全症例

研究要旨  

沖縄県では 2019 年末までに県立中部病院で 6 例の生体肝移植が行われているのみで

あったが、それまでにも琉球大学病院では 77 例の肝移植適応症例の診療を行い、76 例

を県外に手術依頼していた（1 例は県立中部病院）。2020 年 1 月より琉球大学病院で生

体肝移植を開始、その後 2023 年 2 月までに 21 例施行し、原疾患はアルコール性肝硬

変が最多であった（7 例、33%）。15 才以下の小児症例は 4 例あり、21 例中 17 例生存

（81%）、死亡した 4 例の死因はいずれも感染症であった。生体肝移植は順調に導入さ

れ安定して供給することが可能となり、今後は脳死肝移植施設認定を目指している。 
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などの高リスク症例が 2 例あり、いずれも

後区域グラフト使用例であった。ドナーは

男性 9 例、女性 12 例、年齢中央値は 40 才

（21-63）で、レシピエントとの関係は兄

弟姉妹 7 例（33%）、配偶者 5 例（24％）、

親 5 例（24％）、子 4 例（19％）であった。 

ドナーは全例同種血輸血や術後合併

症・再入院なく、術後入院期間の中央

値9日（8-12）で全例完全社会復帰した。 

D．考察 

 沖縄県は最南西端に位置する島嶼県であ

り、他県との交通は空路が基本で台風など

の自然災害も多く、本邦の中でも極めて特

殊な医療環境にある。高度医療でも県内で

完結できる体制が望ましいが、全てに対応

できているわけではない。臓器移植につい

ては 2023 年 2 月の時点で沖縄で施行した

実績があるのは腎移植、肝移植であり、心

肺移植と小腸移植は行われず、膵移植につ

いては 2021 年 11 月に琉球大学病院が施設

認定されたがまだ実施されていない（2 例

登録審議中）。肝移植は 2019 年までに県立

中部病院で 6 例の生体肝移植が行われてい

たが、同時期に琉球大学病院から 76 例の

肝移植を他県に依頼していた。2005 年に

は HIV/HCV 重複感染症例を京都大学に依頼

して生体肝移植を施行したが、術後約 5 ヶ

月で HCV再発により死亡した。 

2020 年 3 月より琉球大学病院で生体肝

移植を開始し、2023 年 2 月までに 21 例を

行った。開始以降は小児症例を 2 例、国立

成育医療研究センターへ手術依頼したが、

他の症例は自施設で完遂できた。成績は全

国と同等であるが、術前状態の不良な症例

に後区域グラフトを用いたものをいずれも

感染症で失い、適応評価と術後管理に課題

が残る。全国的に割合が増加傾向にあるア

ルコール性肝硬変については、術前の断酒

期間を多くの施設と同様に最低 6 ヶ月とす

るのに加えて、ドナーと同居であることを

条件とした。家族の多い沖縄ならではの基

準であるが、再飲酒症例はなく、術前高度

サルコペニア症例を 1 例感染症で失ったが、

他は全例順調に経過している。現在のとこ

ろ沖縄県内に HIV/HCV 重複感染者の適応症

例はないが、沖縄でも被害者救済できるよ

うな体制づくりのために、脳死肝移植施設

認定に向けて申請を予定している。 
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